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フィリピン研修

2025年度入試日程
《高等学校》《中学校》

▲学校ホームページ

▲インスタグラム

▲Ｘ（旧Twitter）

2024年11月10日～11月16日 中学2年生（全員）

※詳細は本校ホームページを適宜ご覧ください。

◀Culture（文化）

市内を縦横無尽に走る「ジプニー」

はどこに行くにも大活躍です。

フィリピンは自然豊かな国で、お店

には美味しい果物や魚などが所狭

しと並んでいます。

日本では見たこと

のない植物も

そこここにあります。

アクティビティ現地最終日にはバン
クーバー語学研修の修

了証が一人ひとりに

手渡されました。10日

間の研修を終えた生

徒たちの表情は充実

感にあふれていました。

Philosopher

Molo church（モロ教会）▶
1831年スペイン統治時代に建て

られたゴシック様式の美しい教

会です。女性の聖人の像のみを

展示しているため、「女性の教

会」としても認識されています。

Activity（活動）▶

宿舎から歩いて10分ほどの施

設でプールやバドミントンを楽

しみました。気温32℃！

◀MK Education（宿舎）

英語レッスンで疲れた頭を

リフレッシュ。敷地内にあるバ

スケットコートは大人気です。

食事も美味しかった！

成田空港第2ターミナル

を出発し、マニラ経由で

イロイロ市に到着しました。

約7時間くらいの移動

時間でした。国内線への乗り継ぎで少し時間が取れたので、空

港内で軽食をとったり、タピオカを飲んだり、と生徒たちは楽しん

でいました。初めてフィリピンペソを使い、1000ペソ紙幣をくずすこ

とができたようです。

フィリピン到着

イロイロ国際空港にて

本校ではおなじみのインタラクティブフォーラム形式での活動。5年

前に本校が紹介したその形式がCPUでも定着していることにビッ

クリしました。

CPUとはCentral Philippine

University（フィリピン中央大

学）のこと。大学附属中高の生

徒との交流会は実に5年ぶりです。

CPU交流会

フィリピンLife

看板の前で全員集合！

英語落語を披露しました

CPU生徒によるフィリピン文化の紹介も大

盛り上がりでした。本校生は文化祭で披

露した英語落語と日本文化紹介をしまし

た。CPU生徒は前のめりで、興味深そうに

聞いてくれ、質問もたくさんしてくれました。

フィリピンの人達のノリの良さは最高で

す！最高の

オーディエンス

に本校生たち

も楽しい時間

を過ごしました。

CPU生徒と一緒に

修了式

MK宿舎の前で

最終日の午前中に最後の

レッスンを受け、昼食後に修

了式を行いました。一人一人

修了証を受け

取り、みんな

充実した表情

です。

適性検査型入試・英語特別入試・専願入試は終了しました


